
平 成 ○ ○ 年 ○ ○ 月 ○ ○ 日 （ 郵 便 を 出 す 日 ）  

○ ○ 県 ○ ○ 市 ○ ○ 町 ○ 丁 目 ○ ○ 番 ○ ○ 号

【 被 通 知 人 （ 管 理 組 合 等 ） の 住 所 】  

【 被 通 知 人 （ 管 理 組 合 代 表 者 等 の 氏 名 】 殿  

 

○ ○ 県 ○ ○ 市 ○ ○ 町 ○ 丁 目 ○ ○ 番 ○ ○ 号  

○ ○ ハ イ ツ ○ ○ 号 室 【 通 知 人 の 住 所 】  

【 通 知 人 の 氏 名 】 ㊞  

 

通  知  書  

冠 省  私 は 、去 る 平 成 ○ ○ 年 ○ ○ 月 ○ ○ 日

に 、 貴 管 理 組 合 に 対 し 、 私 の 所 有 す る ○ ○

ハ イ ツ ○ ○ 号 室 の 外 壁 に エ ア コ ン 設 置 の

た め の 開 口 工 事 を 行 い た い と い う 申 入 れ

を 致 し ま し た が 、外 壁 は 管 理 規 定 に よ り 共

用 部 分 と 規 定 さ れ て い る の で 、外 壁 の 強 度

が 落 ち る 等 、区 分 所 有 者 の 共 同 の 利 益 に 反

す る 恐 れ が あ る 工 事 は 許 可 で き な い と い

う 理 由 で 拒 否 さ れ て し ま い ま し た 。  

し か し な が ら 、 工 事 業 者 の 見 解 で は 、 当 該

工 事 に よ り 外 壁 の 強 度 が 落 ち て 建 物 全 体

の 安 全 性 が 損 な わ れ る こ と は な い 、と の 事

で あ り 、 本 件 が 、 区 分 所 有 法 ６ 条 に 記 載 さ

れ た 、 建 物 の 保 存 に 有 害 な 行 為 で も 、 区 分

所 有 者 の 共 同 の 利 益 に 反 す る 行 為 で も 無

い 事 は 明 ら か で す 。  



○ ○ ハ イ ツ ○ ○ 号 室 は 【 工 事 が 必 要 な 理

由 】 の た め 、 今 回 実 施 し よ う と し て い る エ

ア コ ン 設 置 工 事 が 快 適 な 生 活 を 営 む た め

必 要 不 可 欠 な も の と な っ て お り 、工 事 に よ

っ て 住 戸 の 価 値 が 上 が る こ と こ そ あ れ 、下

が る こ と は ご ざ い ま せ ん 。  

貴 組 合 理 事 の 皆 様 に お か れ ま し て も 、上 記

の 事 情 を お 汲 み 取 り い た だ き 、な に と ぞ こ

の た び の 工 事 に ご 理 解 と ご 協 力 を 賜 り ま

す よ う 心 よ り お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

な お 、 上 記 の 理 由 に よ り 、 極 力 早 い 時 期 に

工 事 に 取 り か か り た い と 思 い ま す の で 、恐

れ 入 り ま す が 、 速 や か に 、 理 事 の 皆 様 の 間

で 意 見 の 調 整 を 行 っ て い た だ け ま す よ う

お 願 い い た し ま す 。  

草 々  


